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研究成果の概要（和文）：本研究は、広島・長崎原爆放射線被害とその研究に関する記録に焦点をあて、これを
デジタル・アーカイブズ化して広く共有するためのアーカイブズ学的研究を行ったものである。主な研究成果と
して、米国科学アカデミー所蔵の「ABCC(原爆傷害調査委員会)資料」約14万画像を対象に、メタデータ分析とア
ーカイブズ記述を試み、デジタル・アーカイブズ・モデルを構築した。また、原爆放射線被害関係記録の公開に
伴うプライバシー保護等の問題を研究し、アクセスポリシー提案を策定した。以上を中心とする研究成果はテキ
サス医療センター図書館に寄贈し、同館にデジタル・アーカイブズの公開と国際コンソーシアムの設置を託する
ことになった。

研究成果の概要（英文）：The present study intended to make an archival research on digital archiving
 of records relating to the Hiroshima-Nagasaki Atomic-Bombs radiation effect on human body and its 
continuing research for the purpose of disseminating the archival information broadly. Our main 
target of research was the 140,000 digitized images of the Records of Atomic Bomb Casualty 
Commission (ABCC) created from the original records held by the U.S. National Academy of Sciences 
(NAS). We analyzed metadata of the digitized materials, tried to describe the collection and finally
 developed the NAS/ABCC Digital Archives as a digital archiving model. We also produced a proposed 
access policy to the digital archives above. These fruits of the study were donated to the Texas 
Medical Center Library at Houston, which had kindly agreed to take over our effort for opening the 
digital archives to the public as well as to host an international consortium.

研究分野： アーカイブズ学
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１．研究開始当初の背景 
 
 広島・長崎の原爆放射線被害については、
原爆投下直後より現在に至るまで、日米両国
を中心に官民問わず多くの研究が行われて
きた。その成果は、放射線医療や原子力産業
など多くの分野で活用されてきた。しかし、
2011 年３月の福島第一原子力発電所事故を
機に、改めて放射線の人体への影響に関する
過去のデータに関心が集まった結果、広島・
長崎被爆者の放射線被害調査データや医療
データなどの記録が、必ずしも十分に研究資
源化されておらず、今回のような事態に際し
て迅速かつ効果的に活用できるシステムが
整っていないことが浮き彫りになった。その
要因は二つある。第一の要因は、広島・長崎
被爆者関係資料の複雑な保管経緯である。原
爆投下後、日米両国は様々なチームを組織し
て調査を実施した。その経緯は複雑だが、最
終的には米国科学アカデミー(NAS)が設置し
た「原爆傷害調査委員会 Atomic Bomb 
Casualty Commission, ABCC」が放射線の長
期的影響について調査研究を引き継ぐこと
になる。これらの調査研究の過程で収集ある
いは作成された被爆者の臓器サンプルや、医
学データなどは、多くが米国に移送されて米
陸軍病理学研究所や国立公文書館などに保
管された。これらの一部は、後に日本に返還
されたが、文書資料や研究データなどが今な
お米国に残存する。以上のような経緯から、
原爆被爆者関係資料は日米両国の多くの機
関に散在し、全体像が明らかになっていない。
第二の要因は、日本における記録保存やアー
カイブズ学に対する関心の薄さである。原爆
に関しても、原爆や原爆被害への関心の高さ、
原爆研究の蓄積に比して、原爆関係記録の保
存問題や情報共有への取り組みは活発とは
言えない。 
しかし近年、米国所在の原爆被爆者関係資

料についての研究が進み、資料所在情報も次
第に蓄積されてきている。米国においても、
ABCC に関係した科学者の個人アーカイブズ
を保存するテキサス医療センターなどの研
究者を中心に、原爆放射線被害関連資料のア
ーカイブズ学的研究が進展している。今後は、
デジタル技術やネットワーク環境を活用し
て、これらの成果を国際的に共有しつつ、広
く社会に還元していくことが求められる。 
 

２．研究の目的 
 
 本研究は、広島・長崎原爆関係資料のうち、
とくに被爆者の放射線被害とその研究に関
わる記録に焦点をあて、日米両国とアジア近
隣諸国を主たる対象に資料所在調査を実施
するとともに、それら資料所在情報、ならび
に主要資料の画像情報を、アーカイブズ学的
分析にもとづいてデジタル・アーカイビング
し、これを研究資源として世界に発信する
「原爆放射線被害デジタルアーカイブズ」の

構築を目的とする。本研究は、アーカイブズ
学、物理学、遺伝学、情報学などの分野の、
日米を中心とした研究チームによる国際共
同研究として実施する。2011 年の福島原発事
故以来、放射線の人体に対する影響に関する
過去のデータの開示が広く求められており、
広島・長崎原爆の放射線被害とその研究記録
をアーカイブズ資源として整備・提供するこ
とをめざす本研究は、まさに現代の社会的課
題にも応えうるものとなる。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、平成 21～24 年度科研費補助金

基盤研究(A)「旧日本植民地・占領地関係資
料ならびに原爆関係資料のアーカイブズ学
的研究」の成果を前提に、以下の三つの課題
に取り組んだ。 
【第１課題（主課題）】原爆放射線被害に関
する資料のアーカイビングと国際コンソー
シアムの構築：日米両国における原爆放射線
被害関係資料の調査と収集を進めるととも
に、すでにデジタル画像で収集済みの米国科
学アカデミー所蔵ABCC資料約14 万コマを素
材として、米国関係機関との共同研究により
アーカイブズ学的研究にもとづくデジタ
ル・アーカイビング・モデルを作成し、国際
コンソーシアムによる「原爆放射線被害デジ
タルアーカイブズ」の構築を目指す。 
【第２課題（副課題１）】原爆被害調査に関
するオーラル・ヒストリー：第 1 課題の補完
研究資源として、ABCC その他の調査研究機
関、医療機関などで活動した日米の科学者・
医者などの証言記録をオーラル・ヒストリー
として収集する。 
【第３課題（副課題２）】アジア諸国等にお
ける原爆関係資料の所在情報の集約とアー
カイビング：第 1 課題の補完研究資源として、
アジア諸国や欧米の原爆放射線被害関係資
料や、海外に所蔵される放射線被害関係以外
の原爆関係資料、大量破壊兵器および放射能
被害関係資料の所在情報を収集する。 
 研究組織は、研究分担者、連携研究者を中
心に日米の研究協力者を加えて、課題ごとに
いくつかの研究チームを編成し、日常的な調
査や研究会のほか、年2〜3回の全体研究会、
およびほぼ年1回の国際研究会議を実施した。
調査・研究の成果は、随時『リサーチレポー
ト』を発行し、研究組織内で共有したほか、
学会等において発表した。 
 
４．研究成果 
 
（１）第１課題「原爆放射線被害に関する資 

料のアーカイビングと国際コンソー 
シアムの構築」 

本研究の主課題である第 1 課題について
は、以下の成果をあげた。 
Ａ 原爆放射線被害関係資料の所在調査 
米国においてはテキサス医療センター図



書館マクガバン歴史センター所蔵の ABCC 関
係者個人記録を集中的に調査し、ウイリア
ム・Ｊ・シャル文書について目録データの入
力を実施したほか、国立公文書館などで調査
を行った。国内では、全国の関係機関を対象
に、原爆放射線被害関係記録の所蔵状況に関
する基礎的なアンケート調査を実施し、資料
の多様な残存状況が明らかになった。 
Ｂ 原爆放射線被害関係資料のアーカイブ
ズ学的研究 
「旧日本植民地・占領地関係資料ならびに

原爆関係資料のアーカイブズ学的研究」（研
究代表者安藤正人）で米国科学アカデミー
(NAS)から入手したABCC資料のデジタル画像
約 14 万コマについて、アーカイブズ学的な
観点から ABCC の組織史研究と各シリーズの
コンテクスト研究を実施し、国際アーカイブ
ズ記述標準ISAD(G)ならびにISAAR(CPF)に準
拠して、フォンドならびにシリーズレベルの
追加記述データを作成した。 
Ｃ 原爆放射線被害関係資料のデジタル・ア
ーカイビング・モデルの作成 
上記の NAS/ABCC 資料画像データを主たる

素材として、デジタル・アーカイビング・モ
デルの作成に向けた研究をテキサス医療セ
ンター図書館マクガバン歴史センターと共
同で実施し、Omeka、AtoM という二つのオー
プンソースソフトによる実験を行った結果、
最終的には AtoM の採用を決定し、NAS/ABCC
資料 14 万画像を加工・編成して PDF 化した
画像データと米国科学アカデミー作成の
NAS/ABCC 資料オリジナル記述データ、ならび
に上記Ｂで述べた 本科研プロジェクト作成
のフォンド／シリーズレベル追加記述デー
タを搭載した NAS/ABCC 資料デジタルアーカ
イブズを構築した。 
Ｄ 原爆放射線被害関係資料のアクセスポ
リシー策定 
原爆放射線被害関係資料のデジタル化と

ウェブ上での公開にともなうプライバシー
情報等の保護の問題について、NAS/ABCC 資料
デジタルアーカイブズを主な素材として、テ
キサス医療センター図書館マクガバン歴史
センターと共同研究を実施し、最終報告書を
まとめるとともに、「NAS/ABCC 資料デジタル
アーカイブズ・アクセスポリシー（提案）」
を策定した。 
 
（２）第２課題「原爆被害調査に関するオー 

ラル・ヒストリー」 
副課題であるオーラル・ヒストリーについ

ては、本研究期間内では、元広島大学原爆放
射能医学研究所所長鎌田七男氏の聞き取り
調査を実施するにとどまったが、平成 21〜24
年度科研費基盤研究（A）「旧日本植民地・占
領地関係資料ならびに原爆関係資料のアー
カイブズ学的研究」で収集した元 ABCC 副理
事長ウイリアム・Ｊ・シャル博士のオーラ
ル・ヒストリーについて、録音／画像データ
の整理を行うとともに、本人への確認調査を

行った。 
 
（３）第３課題「アジア諸国等における原爆 

関係資料の所在情報の集約とアーカ
イビング」 

同じく副課題である第３課題については、
サイパン（北マリアナ大学北マリアナ諸島ア
ーカイブズ）、グアム（グアム大学ミクロネ
シア地域研究センター、スペイン文書コレク
ション）、スウェーデン（国立公文書館、国
立軍事公文書館）、フィンランド（オウル州
立公文書館）、デンマーク（国立公文書館）、
イタリア（ムッソリーニ記念館、イタリア国
立公文書館）、スイス（国際連合欧州本部ア
ーカイブズ、国際赤十字委員会図書館）、フ
ランス（リヨン市レジスタンス博物館）で原
爆その他の大量破壊兵器及び放射線被害関
係資料ならびに国際人道支援関係文書の調
査収集を行い、あわせて文書公開制度につい
て調査を行った。とくに、国際赤十字委員会
では原爆被害調査の写真資料を発掘した。 
 
（４）まとめ 
本研究の中心課題は、原爆放射線被害デジ

タルアーカイブズの構築であった。これに 
ついては、一方で日米両国その他に残存する
原爆放射線被害関係資料の調査を進めつつ、
他方でテキサス医療センター図書館マクガ
バン歴史センターと共同で、アーカイブズ学
の観点からデジタルアーカイブズ化の研究
を実施し、（１）に記したように、NAS/ABCC
資料デジタルアーカイブズを構築した。ただ、
本研究のもう一つの課題であった、原爆放射
線被害デジタルアーカイブズの公開利用体
制を担う国際コンソーシアムの開設につい
ては、研究期間内に具体化するにいたらなか
った。しかし幸いなことに、研究パートナー
のテキサス医療センター図書館マクガバン
歴史センターが国際コンソーシアムのホス
ト役を引き受けてくれることとなった。それ
とともに、本科研の主な成果物である
NAS/ABCC 資料デジタルアーカイブズの今後
の活用も同センターで行うこととなり、本研
究終了時に資料原蔵者の米国科学アカデミ
ーの承諾を得て、同センターへの引き渡しを
実施した。あわせて、上記（２）で触れたウ
イリアム・Ｊ・シャル博士のオーラル・ヒス
トリー・データなど、他の研究成果物につい
ても同センターに寄贈した。 
原爆放射線被害関係資料を含む原爆関係

資料が、人類史上きわめて重要なアーカイブ
ズ資源であることは言うまでもないが、大切
なのは、原爆投下という歴史的事実を 20 世
紀の戦争の中に位置づける視点だろうと思
う。その意味で、原爆関係資料をはじめとす
る戦争関係記録や植民地支配関係記録全体
に対するアーカイブズ学的研究と、そのアー
カイブズ資源化の努力がまだまだ必要であ
り、本研究はその小さな一歩に過ぎないとい
う思いを新たにしている。 
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